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生徒会マスコット
「やっちゃれ君」 



周南市中央部の市街地東側に位置し、
徳山湾沿いに林立する石油コンビナート
群を眼下に見下ろす高台にある学校 



学校の周辺には周南緑地公園があり、
緑豊かな環境と陸上競技場、野球場、
総合スポーツセンター場など多くのス
ポーツ施設、県営市営住宅など大型
の集合住宅地、さらには大規模病院、
高専、大学も校区内にある。 



昭和４７年 開校  

 

 

平成２７年 ４４周年＜生徒数455名17学級＞ 

 

 

 

 

 

昭和３８年、旧徳山市が市街地東方丘陵地に団地造成を計画。周
南団地居住者の増加に伴い、市中心部の岐陽中学校から分離。 

校訓「自主 創造」のもと、文武両道を目指している。スポーツ面では、こ
れまで陸上競技、野球、卓球女子、ソフトテニス女子、サッカー部の全国
大会出場、文化面でも科学の甲子園大会全国大会出場、全日本中学校
英語弁論大会全国大会出場など数々の実績を残している。 



 

 

 

 

 

 

◆学校支援地域本部事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～周南市学校支援地域本部事業のイメージ～ 

目的 
 地域全体で学校教育を支援する体制づくりを推進することにより、教員が子どもと向き合う時
間の増加、住民等の学習成果や知識・技能等の活用機会の拡充及び地域の教育力の活性化を図る。 
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【ゲストティーチャー】 
教科指導、伝統芸能指導 
部活動指導、食育指導 
講演会、職業講話、キャリアシ
ンポジウムなど 
【学習アシスタント】 
授業における補助、行事・綜合
学習などの補助、補習の補助な
ど 
【体験学習の協力】 
職場体験学習、福祉体験学習な
どの協力 
【コミュニケーションスキル】 
あいさつ、礼儀作法、プレゼン
テーション指導など 
【専門的環境メンテナンス】 
施設の補修、植木の剪定 
パソコン講習など 
【一般的環境サポート】 
花壇の清掃、除草、花の植え替
えなど 
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支援・補助・指導 

周南市教育委員会 生涯学習課（指導助言、企画立案や事業評価、人材の養成等） 

連
絡
調
整 

学

習

成

果

等

の

活

用

機

会

の

拡

充 

平成２３年度学校支援地域
本部事業「地域教育協議
会」を設置し、多くの地域の
方が、学校支援に入ってく
ださった。 

これまでの取組から Ⅰ 



平成２４年度周南市教育委員会は、すべての小・
中学校に学校運営協議会を設置し、本校もコミュ
ニティ・スクールとしてスタート。 



また、概ね中学校区を一つのまとまりとする「地域協育ネット」
としての取組が平成２３年度から始まり、周陽中学校運営協
議会を「地域協育ネット協議会」とも兼ねて体制づくりが行わ
れた。 



8 

小中連携
の推進   



周陽中地域協育ネットイメージ（小中連携版） 

桜木小 周陽小 

やさしさ・元気さ・
学ぶ意欲がいっぱい
の桜木っ子の育成 

夢をもち豊かな心でとも
にたくましく生きる子ど

もの育成 
周陽中 

心身ともにたくましく自ら
学び共によりよく生きよう

とする生徒の育成 

連携 

連携 

遠石小 

ふるさとを愛し人間性豊かで夢に向かっ
てたくましく生きる遠石っ子の育成 

自分の得意を伸ばして、
社会の役に立ちたい 

この地域が
大好き！ 

もっと勉強がわか
るようになりたい 

失敗を恐れ
ず挑戦する

ぞ！ 

地域・家庭 



荒れる中学校区で・・・ 

小学校から聞こえてくる声 

中学校から聞こえてくる声 小学校の指導が悪い 

中学校の指導が悪い 

お互いをよく知らないのではないか 

小学校 ： きめ細やかさ、丁寧さ、教材教具の工夫、表情 
     たっぷりの語りかけ 
中学校 ： 組織的な対応、将来を見据えた指導 

お互いこんなにいいところがあるのに・・・ 

結局・・・ 

Ⅱ 小中連携の必要性について 



そこでどんな連携が必要なのか 

１ 課題・情報の共有 

２ 共 通 実 践 

９年間を見通して
どんな子どもを育
てるのか 

地域ぐるみで１５歳までの子
どもたちの育ちや学びを支援
する体制づくり 

３ なめらかな接続 

４ 地域との連携 

一番大切なのは知り合うこと、子どもの姿を共有すること 

小中連携推進 

学校を核にした地域
コミュニティづくり 



Ⅲ 
平成２６年度、４つの学校の教職員と学校運営協議会委員が一同に
介して、「周陽中学校区の子どもたちの豊かな学びと育ちとは」という
テーマで熟議を行った。 

６人ずつの１６グルー
プにおける、６０分間
のグループワーク。
ファシリテータは、教
員が行う。 

１６グループすべてのプランの発表を報
告。大きく３つの内容に分類される。１
つには、「生活習慣・体力向上、環境整
備」に関すること、２つには、「学力向
上・読書活動」に関すること、３つには、
「地域行事・体験活動に関することにま
とめられた。 



「協働への歩み～地域ぐるみで子
どもを育む動きづくり～」 



Ⅳ 

公民館まで行く時間も勉
強できたらいいので、会
場を中学校にしたらいい
と思う。（自学サポー
ト） 

中学生は身近な先輩なの
で、小学生にとってあこ
がれや手本になって、良
い習慣が定着するのでは。
（にこにこあいさつ） 

「にこにこあいさつプラン」「自学サポートプラン」実
施後、中学校学校運営協議会で生徒と委員で取組
後の感想や今後の課題点などを話し合った。 



Ⅴ 今年度は、「やまぐち型地域連携教育」の周南市モ
デル校に指定。山口CSコンダクターの指導助言を受
けながらCS４年目に入る。 



小中学校４校のCSの    
各部会を統一する。        
「環境活動支援部会」      
「学習活動支援部会」       
「健全育成支援部会」 

 
 

小中連携型CSを推進して 
いくための取組 



平成２７年度統一した３部会による 「熟議」が開催される！ 

環境活動支援部会の例 

環境活動支援部会では、美化環境につ
いて話し合った。地域の方とふれあいな
がら、小中合同で地域の美化活動を模
索していこうとする意見が多かった。 



次の中学校学校運営協議会
で、生徒と委員が、各部会
で協議し、今後の取組を検
討。 

もっと、大人の人達はかた
いイメージがあったけれど、
実際そうでもなかったし、
同じ事を考えていたりする
こともあって驚きました。
私は今まで、大人は遠い存
在で、自分達の思っている
ことが分かってもらえない
だろうから、関わらなくて
いいや、という考えでした。
でも全然違ったし、逆に納
得してくださったり、そこ
から両方の意見をふまえて
新しい考えがでてきたりと、
とても面白かったです。                        



Ⅵ 学校支援 地域の人の支援のおかげで、教育活動が充実し、
環境も整備されている。 

花壇の除草、花の植え替
え、放課後のトイレ掃除
などのボランティアを地
域の方が毎日入ってくだ
さる。 

茶道・華道を地域の方が
定期的に入って教えてく
ださる。生徒だけでなく
保護者の学びにもつな
がっている。 



  

  

学校運営協議会委員も入ったチーム単位で研究授業を
行い、授業後の協議には生徒も参加して話し合うことで、
授業改善を図っている。 

学校運営 Ⅶ 



生徒のボランティア意識や地域行事に積極的
に参加しようとする意識が高まっている。 

地域貢献 

地域の清掃や祭り、研
修会などに参加。地域
の人に褒めてもらえる、
ふれあいも楽しい！ 

ボランティア
カードのスタン
プも楽しみ！ 

地域自主防災協議会の研修会に参加。避難所運
営について地域の人と協議。 

Ⅷ 



学校が、地域の大人の学びの場や、子どもと大人、大人同士が
つながる場となっている。 

地域貢献 



学校関係者評価 

Ⅸ 取組を継続し、進めることで変化してきたことは・・・・ 

生徒アンケート 

保護者アンケート 

平成２６年度学校評価において、年々
コミスクの取組の理解が進んでいるこ
とがわかる。生徒の地域への関心も
年々高まりつつある。 



心身ともにたくましく自ら
学び共によりよく生きよう

とする生徒の育成 

自分の得意を伸ばして、
社会の役に立ちたい 

もっと勉強がわか
るようになりたい 

過去４年間の学習状況調査から見える子ども
たちの意識は少しずつ向上している                

   

  

この地域が
大好き！ 

失敗を恐れ
ず挑戦する
ぞ！ 



Ⅹ 今後、取り組むこととして小中連携の視点から・・・ 

【情報交換会】 
 ○推進会議、担当者連絡会等の実施 
 
【交流活動】 
 ○合同研修会の実施による教員の交流 
 ○出前授業等による教員と児童生徒との交流 
 ○学校行事を通しての児童生徒の交流 
 
 
 
 
【共同実践】 
 ○９年間を見通した学習規律及び生活のきまり 
  の徹底 
 ●小中連携による学校評価の推進 

取組活動の定着 

具体的な取組 

中学校区の課題把握 

 

目標設定 
 

小中連携の推進のために、目標の設定、共同の取組、小中連携による学
校評価の実施などの取組が必要となる。 



めざすことは・・・・ 
 私たちは、 子どもたちの姿の変容で、成果を実感し
たいと思います。                               
明るく、元気で、素直。失敗を恐れず、挑戦する気持
ちを忘れず、一歩前を一段上をめざし、 地道な努力
を怠らない、 そして、優しさや思いやりをもって感謝
する心を大切にする、  そんな子どもたちを、家庭や
地域と協力して育てます。 

 多くの子どもたちが地域の大人と関わり、それが子
どもたちの地域を感じ、地域を愛する気持ちの高ま
りや生きる力の育成につながると信じています。 

 子どもたちの笑顔は、家庭や地域の元気。                             
家庭や地域の温もりは、子どもたちの力。みんなが
誇りに思える地域を共に創りたいと思います。  



ご静聴ありがとうございました 


